
学校番号 ２０８ 

平成 31 年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「美術３」 （光村図書出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

独創的な主題を生成し、表現の構想を練る「絵画・彫刻」、効果を考えて独創的な主題を生成し、

表現の構想を練る「デザイン」、主題に合った表現方法を工夫し、個性を生かして創造的な表現を

追求する「映像メディア表現」、自己の価値観や美意識を働かせて作品を読み取り味わう「鑑賞」

の分野について学習します。 

 

２ 学習の到達目標 

芸術の創造的な諸活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情と美術文

化を尊重する態度を育てるとともに、感性と美意識を磨き、個性豊かな美術の能力を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから 

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて表現方法

を工夫して表してい

る。 

 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化を

幅広く理解し、その

よさや美しさを創造

的に味わっている。 

評
価
方
法 

 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動の様子 

 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

 

制作途中の作品 

作品 

 

鑑賞ワークシート 

鑑賞態度・姿勢 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

美
術
の
授
業
に
つ
い
て 

【鑑賞】 

・オリエンテーション 

  教科書その他の資料、生

徒過去作品等を鑑賞し、多

様な表現形式について学

び、「美術Ⅲ」の学習イメー

ジを持つ。 

 

〇 

   

〇 

a:美術の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習に意欲

を高めている。 

ｄ:美術作品などのよさや美し

さを感じ取り、美術の働きや

文化についての理解を深め

ている。 

 

 

ワークシート 

 

学習活動の

様子 

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
画
で
今
ま
で
と
異
な
っ
た
描
画
表
現
を
し
て
み
よ
う 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・資料の鑑賞 

カッティング画の過去作品

だけでなく、教科書他様々

な油彩作品やエアブラシを

使った作品資料の鑑賞を

する。 

・アイデアスケッチ 

  様々なタッチで表現が可

能なカッティング画の教材

の特性を生かし、主題、技

法を考える。 

・制作 

各自の選択したタッチで表

現したカッティング画の作

品の制作を行う。 

・相互鑑賞・プレゼンテーショ

ン（全体） 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

a:多様な表現方法や美術文化

に関心を持ち、主体的に表現

や鑑賞の創造活動に取り組

もうとしている。 

b:自ら選択した描画表現の特

性、造形要素の働きを考え、

創造的な表現の構想を練っ

ている。 

c:カッターナイフ、プッシュカ

ラーのシートの使い方等の

技能を身に付け、創造的な表

現方法を工夫して表してい

る。 

d: 作品のよさや美しさ、作者

の意図や表現の工夫などを

感じ取り、理解を深めてい

る。 

 

 

 

ワークシート 

 

 

アイデアスケ

ッチ 

 

 

 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 

鑑賞ワーク

シート 

 

作品 

 



２
学
期 

万
年
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
。 

【デザイン】【鑑賞】 

・資料の鑑賞 

教科書他、市販されている

カレンダー等」の資料や過

去作品を鑑賞する。 

・アイデアスケッチ 

  日（数字）の駒の位置が動

くことで永久に使えるカレン

ダーの土台、駒のデザイン

をテーマを決めて考える。 

・制作 

駒の数字はレタリング、コラ

ージュ、立体制作等様々

な技法を組み合わせて工

夫する。テーマに沿った統

一された作品となるように、

曜日を描いた土台と駒の

着彩等加工を行う。 

・相互鑑賞・プレゼンテーショ

ン（全体） 

 

〇 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:多様な表現方法や美術文化

に関心を持ち、主体的に表現

や鑑賞の創造活動に取り組

もうとする。 

b:主題を生成し、視覚的要素を

工夫して創造的な表現の構

想を練っている。 

c:意図に応じた効果的な表現

をするために必要な技能を

身に付け、表現方法を工夫し

て表している。 

d: 作品のよさや美しさ、作者

の意図や表現の工夫などを

感じ取り、理解を深めようと

する。 

カレンダーのデザインの変遷

や、そのバリエーション豊か

な種類を理解し 、そのよさ

や美しさを創造的に味わっ

ている。 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

アイデアスケ

ッチ 

 

 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

鑑賞活動の

様子や発言

の内容 

鑑賞ワーク

シート 

作品 

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
Ｏ
Ｄ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ケ
ー
ス
表
紙
を
作
ろ
う 

【デザイン】【鑑賞】 

・資料の鑑賞 

教科書他市販されている

様々な分野のＤＶＤ，ＣＤ

や広告資料、過去作品の

鑑賞をする。 

・アイデアスケッチ 

主題を決め、与えられた条

件の中で印象深い、独創

性のあるデザインや、キャ

ッチコピーを考える。 

・制作 

実際のケースに差し込ん

で使える実物大の作品の

制作を行う。アクリル絵の

具、カラーインク、色鉛筆

筆ペン等々表現に適した

物を自由に使い完成する。 

・相互鑑賞・プレゼンテーショ

ン（全体） 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

a:多様な表現方法や美術文化

に関心を持ち、主体的に表現

や鑑賞の創造活動に取り組

もうとしている。 

b:感性や想像力を働かせて、主

題を生成し、創造的な表現の

構想を練っている。 

c:主題を効果的に表現するた

めに様々な画材、用具を使い

分け、創造的な表現方法を工

夫して表している。 

d: 作品のよさや美しさ、作者

の意図や表現の工夫などを

感じ取り、理解を深めてい

る。 

 

 

 

ワークシート 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 

アイデアスケ

ッチ 

 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 

鑑賞ワーク

シート 

 

作品 

 



３
学
期 

砂
絵
で
絵
葉
書
を
作
ろ
う 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・資料の鑑賞 

砂絵に限らず、グラデーシ

ョンの技法を使った作品資

料や過去作品を鑑賞す

る。 

・アイデアスケッチ 

与えられた条件の中で独

創性のあるテーマを決め、

それに沿った表現を各自

考える。 

・制作 

制作時間が限られるため、

はがきサイズの砂絵用シー

トをベースに用いて、グラ

デーションの技法を取り入

れた作品の制作を行う。 

・相互鑑賞・プレゼンテーショ

ン（１年間の美術のまとめを

兼ねる。） 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

a:多様な表現方法や美術文化

に関心を持ち、主体的に表現

や鑑賞の創造活動に取り組

もうとしている。 

b:砂絵の表現形式の特性、形や

色彩などの造形要素の働き

を考え、創造的な表現の構想

を練っている。 

c:混色やグラデーション等、色

砂を自在に使い、美しい創造

的な表現方法を工夫して表

している。 

d: 砂絵作品のよさや美しさ、

作者の意図や表現の工夫な

どを感じ取り、理解を深めて

いる。 

 

 

ワークシート 

 

アイデアスケ

ッチ 

 

 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

 

鑑賞ワーク

シート 

 

作品 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


